
No.1

主担当 評価の観点 達成度判断基準 判　定 集計結果 分析（成果と課題）及び来年度に向けて（改善策等）

全職員 【満足度指標】 里山里海保全の大切さが理解できた生徒の割合は

各年次 Ａ　９０％以上

各コース Ｂ　７０％以上

各研究会 Ｃ　５０％以上

Ｄ　５０％未満

保健課 【成果指標】 校内の環境美化に積極的に取り組んでいると答えた生徒が

特活課 Ａ　９０％以上

各年次 Ｂ　７０％以上

各分掌 Ｃ　５０％以上

各コース Ｄ　５０％未満

今年度、環境美化に「しっかり取り組んでいる・ある程度取り
組んでいる」と回答した生徒は６９％で、中間結果より３％、
昨年より２％それぞれ下回った。中間期との比較は、１年生
（８３％→６９％）、２年生（６０％→６５％）、３年生（７
６％→７４％）であり、１年生の低下が全体に影響している。
折角身に付いていた環境美化への意識が低下してしまったこと
は大変残念である。次年度は、日常の清掃への取り組みはもと
より、環境マナー週間や特別清掃の取り組みを一部の生徒だけ
ではなく全校生徒に関わりを持たせるなどして、環境美化へ積
極的に取り組む姿を育てていきたいと思う。

校内の環境・美
化に積極的に取
り組んでいる。

②

Ｃ

Ｃ

「大いに高まった」（１４％）、「ある程度高まった」（２
５％）、「少しは高まった」（２７％）合わせると６６％とい
う結果で、本校生徒の地域環境に関する意識は中間結果・昨年
度結果に比べともに約７％低下した。一方「おおいに高まっ
た」と答えた生徒の割合を比較するとともに１４％でおおきな
変化はない。この結果から、中間結果で「ある程度高まっ
た」・「少しは高まった」と答えた生徒が、段階的に「あまり
関心がない」へと移動したことがわかる。農業をとおして地域
の環境を学ぶ機会を質・量ともに増やすよう努めることが必要
である。
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具体的取組

①

ふるさと石川の
「里山里海保
全」の大切さを
理解する。

石川県立翠星高等学校

重点目標

地域の食や農業、
環境問題に積極的
に関わり、地域の
活性化に貢献する
意欲と態度を育成
する。

１ ふるさと石川の「里山里
海保全」の大切さについ
て理解を深めるために講
演会、研究発表会等を実
施する。

校内環境美化に積極的に
取り組む。

学校関係者評価委員会の
評価

学校関係者評価委員会の
評価結果を踏まえた
今後の改善策

・地域の生産者や団体とともに、生物多様性に配慮した環境保全型の農業を発展させるためにも、里山里海保全への理解は大切である。環境意識の醸成につながる講演会や
授業を計画実施してもらいたい。
・清掃活動については、やらされる意識にならないように、意味合いや感謝の気持ちをうまく説明したうえで取り組ませてもらいたい。

・「環境と農業」などの授業や講演会を通じて、さらに「里山里海保全」の取り組みの理解を深めていく。
・校内環境美化については、生徒自身が感謝の心を持って取り組むように指導していく。。

地域の環境問題や里
山里海保全の関心が
高まっていると答え
た生徒の割合は
６６％であった。

校内の環境美化に積
極的に取り組んでい
ると回答した生徒の
割合は６９％であっ
た。



No.2

主担当 評価の観点 達成度判断基準 判　定 集計結果 分析（成果と課題）及び来年度に向けて（改善策等）

教務課 【成果指標】 基礎学力を身につけることができたと思う生徒の割合が

各年次 Ａ　９０％以上

各教科 Ｂ　７０％以上

Ｃ　５０％以上

Ｄ　５０％未満

教務課 【満足度指標】 授業が「分かりやすい」と満足している生徒の割合は

各教科 Ａ　９０％以上

全教員 Ｂ　７０％以上

Ｃ　５０％以上

Ｄ　５０％未満

進路指導課 【成果指標】 過去3年間の平均値に対し、資格取得にチャレンジした生徒数の割合が

各年次 Ａ　１２０％以上

各学科 Ｂ　１００％以上～１２０％未満

Ｃ　８０％以上～１００％未満

Ｄ　８０％未満

「ほとんど（80％以上）の授業がわかりやすい」・「わかりや
すい授業は60～80％くらいである」と答えた生徒の割合が、最
終評価は54％であった。過半数の生徒が授業を「わかりやす
い」と答えている。ただし、昨年度よりも３ポイント低下し
た。次年度以降、授業研究週間の互見授業の積極的な活用や
個々においても授業の工夫と改善に取り組み、生徒の学習意欲
の向上に努めていかなければならない。

Ｃ

３年間を見通し、各年次
に応じたキャリア教育を
積極的に展開し、全員の
進路実現に取り組む。

Ｃ

Ｃ

分かりやすいと
満足している生
徒が増えてい
る。

「よく身に付いた」・「ある程度身に付いた」と答えた生徒の
割合が、最終評価は６９％であった。昨年度よりも２ポイント
下降した。４年前から朝学習に新テキストを導入し、基礎学力
の定着・向上に努めてきた。今後も継続して朝学習に取り組
み、３年間をかけて基礎学力の定着を図りたい。全体的に見る
と、生徒は意欲的に取り組んではいるが、「あまり身に付かな
かった」・「まったく身に付かなかった」と答える生徒が各年
次ともに３割程度おり、次年度以降、それらへの指導の徹底と
充実を図りたい。

③

生徒の授業評価や研究授
業及び互見授業を通し
て、授業の工夫・改善を
図り、授業改善に積極的
に取り組む。

生徒の減少の影響を受けて、資格取得へのチャレンジ数は減少
し、新たに挑戦しようとする資格の種類も、H26年度の漢字検
定全員受験を最後に頭打ちの状況である。しかし漢字検定にお
いては上級の級へチャレンジする生徒が増加し、2級受験者3名
→9名、3年生の自由受験も5名→11名積極性が感じられる。他
にも来年度に向け測量士補の受験する生徒も3名申し出て計画
的に学習計画を進めており、上級資格に挑戦する気持ちは増加
している様子が伺える。

朝学習（翠星タ
イム）に取り組
み、基礎学力を
身につける。

朝学習（翠星タイム）を
通して、学びの姿勢や基
礎学力を身につける。

学校関係者評価委員会の
評価

・基礎学力が向上したと生徒自身が認識できる、客観的なデータが必要ではないかと思う。
・社会に出てからも各種試験はついて回るものであり、仕事に関係していなくても資格取得の評価は高い。学生のうちに資格等に積極的に取り組むのはよいこと。
・１年次から積極的に資格取得をさせていることはよいこと。生徒は自信をつけて行くことができる。

学校関係者評価委員会の
評価結果を踏まえた
今後の改善策

・学力の推移や前年度比較するための教材を導入し、学校全体や個人の学力分析を実施していく。
・授業改善については、互見授業やＩＣＴの活用などを含め継続して取り組んでいく。
・資格取得の奨励は、生徒の職業意識を高め、自信を持たせる上で成果があると思われるため、継続して取り組んでいく。

学習意欲の向上と
基礎学力の定着を
図るとともに、進
路実現に向けて
キャリア教育の充
実・強化に取り組
む。

個々の生徒が積
極的に資格取得
へチャレンジし
ている。

２

②

①
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石川県立翠星高等学校

重点目標 具体的取組

基礎学力が身につい
たと答えた生徒の割
合は６９％であっ
た。

授業が分かりやすい
と答えた生徒の割合
は５４％であった。

資格取得にチャレン
ジした生徒の割合は
平均値の８９％で
あった。



No.3

主担当 評価の観点 達成度判断基準 判　定 集計結果 分析（成果と課題）及び来年度に向けて（改善策等）

生徒指導課 【成果指標】 自発的に大きな声で挨拶ができたと答えた生徒の割合は

全教職員 Ａ　８０％以上

各年次 Ｂ　７０％以上

Ｃ　６０％以上

Ｄ　６０％未満

生徒指導課 【成果指標】 過去3年間の平均値に比べ、遅刻者数の割合が

全教職員 Ａ　７０％未満

各年次 Ｂ　７０％以上～９０％未満

Ｃ　９０％以上～１１０％未満

Ｄ　１１０％以上

生徒指導課 【成果指標】
どのような理由があろうとも、いじめは絶対に許されない
ものと答えた生徒の割合が

全教職員 Ａ　100％

各年次 Ｂ　９５％以上

Ｃ　９０％以上

Ｄ　９０％未満

基本的生活習慣に対してはは、81％が「しっかり身に付いた」
又は「ある程度身に付いた」と回答をしているものの、12月末
でののべ遅刻者数は1456人となり、前年度12月末の遅刻者数
1039人と比較し、417人（40％）増加している。このことか
ら、頻繁に遅刻を繰り返す生徒が２割程度存在し、その改善に
苦慮している現状がある。年間の半分を無遅刻月間とし、遅刻
者に対して奉仕作業を課す等の遅刻防止に向けた取り組みを実
施してきたが、遅刻の多い生徒の生活習慣の改善にはなかなか
効果が現れなかった。今後も様々な機会を通じ生活改善への意
識付けを実施していく。

基本的な生活習
慣が身につき、
遅刻者が減少し
ている。

基本的な生活習慣の確立
を目指し、遅刻や欠席者
の減少に取り組む。

Ｄ

計４度(5,7,9,12月)のアンケート結果を集計すると、あてはま
る74.8％、あてはまらない5.4％、わからない19.8％であっ
た。さらに、「あてはまる。」との回答が回を追うごとに低下
していることも懸念される。（5月78.3%、7月74.5%、10月
73.7%、12月72.7%）
また、学年別に見ても、学年が上がるにつれ数字が低下する傾
向も中間報告以降同様である。（1年83.5％、2年76.8％、3年
64.5％）
この結果より、いじめに対して現状が見える。来年度は教育相
談課や学年との連携を一層強化したうえ、改善を図りたい。

アンケート結果
により、他者を
敬愛する態度が
育まれている。

生徒が自発的に挨拶を行
うように、授業や登校指
導において挨拶の指導を
行う。

石川県立翠星高等学校

Ｃ

一昨年度は68％、前年度は70％であり、今年度は61％と下降し
た。登校時の声かけは、あいさつの励行や正しい着こなしを意
識させる場として、有効な手立てであるという共通認識のも
と、全教員による朝の登校指導を計画したが、教員の協力体制
や生徒への意識付けが整わない状況があった。（マナー週間に
関しても形骸化が見られる）平成３４年度には農業クラブ全国
大会が石川で開催されることもあり、危機意識を共有しながら
機運を高め、次年度以降、教職員が一丸となりあいさつ運動に
取り組むことから推進したい。

自発的に大きな
声で挨拶ができ
る生徒が増加し
ている。

Ｄ

集会や総合的学習の時
間・HRにおいて、あり
方・生き方についての学
習に取り組み、他者への
敬愛と協力を尊重する態
度を育てる。

平成２９年度　学校経営計画に対する最終評価報告書

③

３

重点目標 具体的取組

社会人として必要
な生活習慣や規範
意識、他者への敬
愛と協力を重んず
る態度を育成す
る。

②

学校関係者評価委員会の
評価

・率先した挨拶は自尊感情の高まりと連動していると思う。小さな成功体験を学習活動や部活動、課題研究で積み重ねてリーダー的生徒を増やしていくとよいのでは。
・遅刻指導については、学校よりも家庭・保護者の責任が重い。家庭・保護者と連携して取り組んでいく必要がある。
・いじめアンケートで分からないと答えた２０％弱の生徒の分析は重要である。ただ日頃現認することがないので答えようがないと思っている生徒も一定数いると感じ
る。、評価基準は再検討したらよいのではないか。

①

学校関係者評価委員会の
評価結果を踏まえた
今後の改善策

・教職員全員の協力体制のもとに、規範意識、マナーの向上など基本的な生活指導に取り組みたい。
・挨拶や遅刻の指導については、家庭・保護者と連携して学校全体で粘り強く取り組んでいきたい。
・いじめに対する問題意識の共有を学校内ですすめる。そのうえで鋭敏な感覚を職員が持つように研修会等を実施していく。

自発的に大きな声で
挨拶ができたと答え
た生徒の割合は
61％であった。

過去3年間の平均値
に比べ、遅刻者数の
割合が147％増加し
た。

どのような理由があ
ろうとも、いじめは
絶対に許されないも
のと答えた生徒の割
合が74.8％であっ
た。



No.4

主担当 評価の観点 達成度判断基準 判　定 集計結果 分析（成果と課題）及び来年度に向けて（改善策等）

特活課 【成果指標】 部や研究会活動などに積極的に活動する生徒の割合は

農業クラブ Ａ　８０％以上

全教職員 Ｂ　７０％以上

各年次 Ｃ　６０％以上

Ｄ　６０％未満

農業クラブ 【成果指標】 農業クラブ全国大会への出場者は

農業科 Ａ　１６名以上

各研究会 Ｂ　１１名以上

各コース Ｃ　６名以上

Ｄ　学校枠の５名のみ

農業クラブ活動
が活性化し、全
国大会への出場
者が増加する。

農業クラブ活動の活性化
を図り、全国大会への出
場者増加に取り組む。

プロジェクト発表会分野Ⅱ類で最優秀（文部科学大臣賞）を県
内４３年ぶりに受賞したことは快挙であり、本校の農業クラブ
活動が活発となってきた現れである。しかし、プロジェクト発
表会以外の全国大会参加者が鑑定競技会の６名のみで他の参加
者がなかった。また、農業鑑定も６名中１名の優秀賞受賞に留
まったことから、学校全体の農業クラブ活動活性化を目指すに
は、今まで以上に各分野での各競技への働きかけが必要であ
り、来年度は校内大会の時期や指導のシステムを見直すべきで
ある。また、北信越ブロック大会の運営や平成３４年の全国大
会運営を見越して、毎年の県連大会運営に農業科の先生方全員
の参画や他の単位クラブとの連携が必要である。

Ｂ

講習会、講演会などを積
極的に取り入れ、部や研
究会活動の活性化に取り
組む。

部や研究会活動に毎回参加とほぼ毎回参加と回答している生徒
が75.5％おり、参加状況より積極的に取り組んでいる生徒も同
値と考えられる。この状況は、ここ数年に渡り取り組んできた
部活性化の結果だと思慮出来る。課題としては、冬期間におけ
る活動場所の減少により生徒の意欲低下に繋がることも考えら
れるためその対策も必要となる。今後も継続して活性化に取り
組みたい。Ｂ

②

部や研究会活動
などに積極的に
活動する生徒が
増加している。

４ 部活動など課外活
動への積極的な参
加を促し、活力の
ある学校づくりに
取り組む。

①

学校関係者評価委員会の
評価

・目立った成果はまだないが、部活動の状況はよくなりつつあるように感じる。部活動の活性化は生活指導面や学習活動面にも良い影響を与える。
・43年ぶり農業クラブ全国大会での最優秀賞（文部科学大臣賞）は、受賞者のみならず学校全体の自信につながる。受賞を有効に活用することも必要では。

学校関係者評価委員会の
評価結果を踏まえた
今後の改善策

・部活動への全員加入の指導を継続するとともに、各コースの研究会活動も活性化させ、生徒の放課後活動の充実を図りたい。
・農業クラブ活動については、意見発表やプロジェクト研究を計画的に進め、農業鑑定や測量など技術競技も含め、より一層の成果があがるような指導に努めたい。

重点目標 具体的取組

プロジェクト発表の
部で６名、鑑定競技
の部で６名。計１２
名が出場した。

平成２９年度　学校経営計画に対する最終評価報告書

部活動や研究会活動
に積極的に参加して
いると答えた生徒の
割合は75.5％であっ
た。

石川県立翠星高等学校


